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１．法学部の現状について
ー法学部生の学業面を中心にー

法学部長 桑原 勇進



●卒業要件

1）修業年限を満たす（＝原則4年の在学）

2）学科の「定めた」単位を修める（計126または127単位）

A：科目区分の定め

①語学科目→12単位分

②全学共通科目→26単位分

③学科科目→法律・地球環境法：88単位分、国際関係法：89単位分

※②・③は、必修科目（A群）、選択必修科目（B群）、選択科目（C群）に分かれる。

B：年度ごとの履修上限の定め

1年間に履修登録できる単位の上限（最高履修限度）は、年間48単位、学期26単位まで。

※連続する２か年において、32単位以上を修得できない者については、学則40条により退学の可能性があるので注意。

なお、万が一退学となった場合でも、「再入学」できる場合があります。

法学部を卒業するために
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●学力の評価は、シラバスに公開されている担当教員の授業方針・評価方針によって、試験
やレポート、授業参加の状況等に基づいて評価される。

*QPI:Quality Point Indexの略。評価ごとの値。

成績評価とは
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評価 評点 QPI* 内容

合格

A 100～90点 4.0 特に優れた成績を示したもの

B 89～80点 3.0 優れた成績を示したもの

C 79～70点 2.0 妥当と認められた成績をしめしたもの

D 69～60点 1.0 合格と認められる最低限度の成績を示したもの

不合格 F 59点以下 0 合格と認めるに足る成績をしめさなかったもの



・GPAとは

→各評価のQPI（0～4の数値）に各科目の単位数をかけたものを履修登録科目の総単位数
で割ったもの。満点で4.00。

【GPAの計算式】

4.0×Aの修得単位数+3.0×Bの修得単位数+2.0×Cの修得単位数+1.0×Dの修得単位数

履修登録科目の総単位数

（例）「憲法」（2単位）がA、「民法」（4単位）がC、「刑法」（2単位）がFの場合

→（4.0×2+2.0×4）÷8＝2.00

GPA（Grade Point Average)
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●各年次修了時点での修得済単位数・GPA平均（2024年度終了時点）

法学部生の成績動向（1）
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全学共通科目 学科科目 総合

修得単位 GPA 修得単位 GPA 修得単位 GPA

1年修了時 13.3 2.84 18.6 2.29 39.4 2.58

2年修了時 19.7 2.85 48.5 2.17 79.7 2.43

3年修了時 24.2 2.79 74.6 2.28 109.8 2.44

4年以上修了時 26.1 2.70 86.2 2.26 124.1 2.39



●2024年度終了時点でのGPA分布・人数状況（現4年生）

法学部生の成績動向（2）
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人数 GPA 人数割合等

1 3.95

：

33 3.35 上位10％

：

74 3.00 上位約22％

：

117 2.80 交換留学の出願要件・約35％

：

167 2.45 中央値

：

171 2.44 平均値

：



・計画的な履修を！ 「高学年でまとめて」は苦労します。

・4年間で履修登録できる単位数は、192単位（年間上限48単位×4年）。

卒業要件の1.5倍以上の余裕があるので、1、2年生で無理な履修をすることはあ
りません。

・成績評価は、留学、奨学金、進学、就職活動などに影響を与えます。

・GPAの値は、卒業要件ではありません（GPA1点台でも卒業している学生はいま

す）。2024年度卒業生は300名、在学継続が76名でした。

・科目履修も、学生時代ならではの多様な活動・体験も、計画的に！

法学部生の成績動向を踏まえたまとめ
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